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全
７
巻

別
巻
１

草
創
期
の
日
本
消
防
の
足
跡
を
知
る
根
本
資
料
、
待
望
の
刊
行
！

緑
蔭
書
房



　

刊
行
に
あ
た
っ
て

大
日
本
消
防
協
会
は
明
治
三
六
年
五
月
、
斯
界
の
渇
望
に
答
え
て
、
全
国
各
都
道
府
県

警
察
部
に
支
部
を
置
く
強
大
な
組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
に
機
関

誌
『
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
』
が
消
防
雑
誌
の
嚆
矢
と
し
て
誕
生
し
ま
す
。

本
誌
『
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
』
は
法
学
博
士
戸
水
寛
人
を
雑
誌
編
集
監
督
に
据
え
、

伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
、
大
山
巌
、
山
県
有
朋
な
ど
を
は
じ
め
、
各
県
知
事
及
び
警
部
長

が
名
誉
会
員
と
な
り
、
賛
助
員
に
は
、
板
垣
退
助
、
犬
養
毅
、
穂
積
陳
重
、
大
倉
喜
八

郎
、
榎
本
武
揚
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

本
誌
は
、
明
治
期
の
日
本
消
防
の
言
論
・
動
向
・
活
動
・
状
況
等
が
克
明
に
記
録
さ

れ
、
ま
た
当
時
の
災
害
・
防
災
の
実
情
が
分
か
る
歴
史
的
資
料
で
す
が
、
今
日
で
は
散
逸

の
た
め
、
原
本
を
見
る
事
が
難
し
い
貴
重
な
雑
誌
で
す
。
特
に
五
四
号
以
降
は
一
部
を
除

き
、
大
学
図
書
館
・
関
係
機
関
に
も
無
く
、
研
究
者
・
関
係
者
に
は
、
未
見
の
雑
誌
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
弊
社
で
は
長
年
、
同
雑
誌
を
博
捜
し
、
七
一
号
（
明
治
四
四
年
一
〇

月
）
ま
で
収
集
し
ま
し
た
。

本
年
、
消
防
団
一
二
〇
周
年
・
自
治
体
消
防
六
五
周
年
を
機
に
、
草
創
期
の
日
本
消
防

の
足
跡
を
知
る
根
本
資
料
と
し
て
、
ま
た
黎
明
期
の
日
本
消
防
を
主
導
し
た
先
駆
誌
と
し

て
本
誌
を
復
刻
刊
行
し
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
七
月

第18号巻頭の折込

2刊行にあたって



「
解
説
」よ
り　
（
一
部
抜
粋
）�

鈴
木　

淳　
東
京
大
学
大
学
院
教
授

『
町
火
消
た
ち
の
近
代
─
東
京
の
消
防
史
』
と
い
う
本
を
書
く
準
備
を
し
て
い
た
と
き
に
、
江

戸
の
町
火
消
や
そ
の
流
れ
を
汲
む
東
京
の
市
部
消
防
組
に
関
す
る
記
事
を
探
し
て
い
て
、
巡
り

合
っ
た
の
が
『
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
』（
以
下
「
本
誌
」
と
す
る
）
だ
っ
た
。
町
火
消
し
の
有

名
人
の
紹
介
や
出
初
め
式
の
様
子
、
あ
る
い
は
明
治
末
年
の
火
災
時
の
状
況
な
ど
詳
し
く
書
い
て

あ
っ
て
有
用
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
誌
に
は
、
関
東
大
震
災
の
延
焼
火
災
を
予
言
し
た
今
村
明
恒

の
論
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
大
森
房
吉
の
震
災
論
や
濃
尾
地
震
当
時
の
現
地
警
察
責
任
者

で
あ
っ
た
藤
崎
虎
二
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
明
治
の
消
防
関
係
者
が
、
ど
の
よ
う
に
震
災

を
予
見
し
、
ま
た
濃
尾
地
震
の
経
験
を
継
承
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い
内
容
を

含
ん
で
い
る
一
方
で
、
初
期
に
は
外
国
事
情
の
記
事
が
多
く
、
時
期
に
よ
る
紙
面
の
変
化
が
大
き

い
の
で
、
雑
誌
の
性
格
を
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
国
立
国
会
図
書
館
に
も
明
治
四
〇
年
の
五
三
号
ま
で
し
か
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

の
後
は
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞

雑
誌
文
庫
）
に
五
七
・
五
八
・
六
〇
号
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
続
刊
が
推
測

で
き
た
も
の
の
、
本
誌
の
全
貌
す
ら
不
明
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
緑
蔭
書
房
の
長
年
の
ご
努
力
に
よ
り
六
四
・
六
五
号
を
欠
く
も
の
の

七
一
号
ま
で
発
見
さ
れ
、
通
読
す
る
機
会
を
得
た
。
本
誌
は
五
五
号
と
五
六
号
の
間
に
二
年
余
り

の
断
絶
が
あ
り
、
紙
面
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
従
来
、
再
開
後
の
も
の
が
三
冊
し
か
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
中
断
の
意
味
や
変
化
の
内
容
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
再
開

第
一
号
で
あ
る
五
六
号
を
含
む
再
開
後
の
一
一
冊
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
再
開
後
の
本

誌
の
性
格
が
は
っ
き
り
と
し
、
前
の
時
期
も
含
め
た
、
本
誌
の
全
体
像
が
あ
ら
か
た
推
測
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

3 「解説」より



4推薦します

大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
の
復
刻
版
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
消
防
協
会
と
し
て
は
自
ら
の
歴
史
を
た

ど
る
資
料
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
日
本
消
防
の
歴
史
、
特
に
草
創
期
の
日
本
消
防
の
動
き
を
知

る
上
で
絶
好
の
、
と
い
う
よ
り
唯
一
の
資
料
と
い
え
る
貴
重
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
、
警
察
の
一
部
門
で
あ
り
ま
し
て
も
、
消
防
の
使
命
に
即
し
た
独
自
の
活
動
の
展
開
を

め
ざ
し
、
そ
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
た
先
達
の
方
々
の
強
い
お
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。
ご
関
心
の
対
象
は
、
国
内
消
防
の
現
状
だ
け
で
な
く
、
当
時
と
し
て
は
先
進
の
装
備
等

を
も
つ
欧
米
の
消
防
に
も
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
お
取
り
組
み
を
頂
い
た
こ
と
の
積
み
重
ね

が
今
日
の
日
本
消
防
の
姿
と
し
て
実
を
結
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
先
達
の
方
々
の
こ
の
お
気
持

ち
、
ご
尽
力
を
受
け
継
い
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
消
防
の
一
層
の
充
実
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
思
う
次
第
で
す
。

日
本
消
防
の
歩
み
を
示
す
絶
好
の
資
料

秋
本
敏
文　
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
会
長

自
治
体
消
防
制
度
が
六
五
周
年
、
さ
ら
に
は
明
治
二
七
年
に
消
防
組
規
則
制
定
か
ら
一
二
〇
年
を
迎
え

節
目
と
な
る
こ
の
年
に
、
日
本
の
近
代
消
防
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
「
大
日
本
消
防
協

会
雑
誌
」
が
復
刻
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
雑
誌
は
、
近
代
消
防
の
黎
明
期
に
日
本
の
消
防
と
と
も
に
歩
み
、
そ
の
折
々
の
消
防
時
事
等
を
克
明

に
記
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
に
お
い
て
は
消
防
の
動
向
等
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
情

報
発
信
源
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
今
日
に
お
い
て
も
近
代
消
防
の
足
跡
を
記
す
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
全
国
消
防
長
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
雑
誌
の
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
功
績
に
、
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
た
消
防
行
政
を
運
営
す
る
上
で
の
資

料
と
し
て
、
消
防
の
職
に
携
わ
る
全
国
の
消
防
職
、
団
員
の
み
な
ら
ず
、
消
防
関
係
者
の
皆
様
に
も
お
読

み
頂
き
た
い
一
冊
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

発
刊
に
寄
せ
て

大
江
秀
敏　
全
国
消
防
長
会
会
長

推
薦
し
ま
す
（
五
十
音
順
）



明
治
時
代
は
、
我
国
近
代
消
防
の
基
礎
が
築
か
れ
た
時
代
で
あ
る
。
消
防
は
、
国
家
が
行
う
行
政
警
察

の
一
部
と
位
置
づ
け
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
組
織
や
運
営
は
様
々
で
あ
っ
た
。
明
治
二
七
年
に

は
、
勅
令
に
よ
り
「
消
防
組
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
全
国
各
地
に
、
消
防
団
の
前
身
で
あ
る
消
防
組
が
誕

生
し
た
。

明
治
三
六
年
に
は
、
大
日
本
消
防
協
会
が
設
立
さ
れ
、
機
関
誌
「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
が
発
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
誌
に
は
、
消
防
行
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
論
説
、
火
災
事
例
や
第
一
線
の
消
防

の
実
情
な
ど
多
彩
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
明
治
期
の
日
本
消
防
の
動
向
や
状
況
を
知
る
上
で
、
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
研
究
者
・
関
係
者
に
は
未
見
の
号
が
多
く
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
、
永
年
同
誌
を
収

集
し
て
こ
ら
れ
た
緑
蔭
書
房
が
、
創
刊
号
か
ら
第
七
一
号
ま
で
の
復
刻
版
を
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
出
版
事
情
が
厳
し
い
中
で
、
学
術
的
に
貴
重
な
資
料
を
復
刻
さ
れ
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
消
防
・
防
災
に
対
す
る
国
民
の
関
心
の
高
ま
っ
て
い
る
今
日
、
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ

り
、
広
く
江
湖
に
推
薦
す
る
次
第
で
あ
る
。

推
薦
の
こ
と
ば

襲
田
正
徳　
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
理
事
長

こ
の
た
び
、
復
刻
版
「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
が
、
発
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

本
書
は
、
明
治
期
の
日
本
消
防
の
動
向
・
状
況
を
克
明
に
記
録
し
た
「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
の
創

刊
か
ら
第
七
一
号
ま
で
を
全
七
巻
に
ま
と
め
、
復
刻
版
と
し
て
発
刊
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
防
に
関
す
る

様
々
な
論
説
や
当
時
の
火
災
の
状
況
な
ど
日
本
の
近
代
消
防
の
足
跡
を
知
る
貴
重
な
基
礎
資
料
で
あ
り
ま

す
。本

年
は
、
消
防
組
織
法
が
施
行
さ
れ
、
自
治
体
消
防
制
度
が
発
足
し
て
六
五
周
年
と
な
る
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
我
が
国
の
消
防
は
、
関
係
各
位
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
着
実
な

発
展
を
遂
げ
、
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
記
念
す

べ
き
年
に
合
わ
せ
て
本
書
が
刊
行
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
書
が
、
近
代
消
防
の
歴
史
を
振
り
返
る
貴
重
な
文
献
と
し
て
、
消
防
・
防
災
関
係
者
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

発
刊
に
寄
せ
て

岡
崎
浩
巳　
総
務
事
務
次
官

　
　
　
　
　
前
総
務
省
消
防
庁
長
官

5 推薦します



6推薦します

現
在
、
日
本
は
、
前
例
の
な
い
巨
額
の
債
務
と
高
齢
化
社
会
の
進
行
で
、
経
済
・
社
会
の
改
革
は
不
可

避
と
な
っ
て
い
る
。
消
防
も
例
外
扱
い
は
難
し
い
。
現
在
の
建
築
物
の
防
火
レ
ベ
ル
を
前
提
に
、
消
防
組

織
と
消
防
力
を
ど
う
設
計
す
れ
ば
日
本
が
到
達
し
た
安
全
水
準
を
維
持
し
、
又
は
改
善
し
て
い
け
る
の

か
。
巨
大
地
震
災
害
や
津
波
災
害
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
。
国
家
的
危
機
管
理
に
ど
ん
な
役
割
を
果
た

す
べ
き
な
の
か
。
戦
後
の
消
防
組
織
法
・
消
防
法
制
定
以
来
の
大
き
な
変
化
の
時
代
が
や
っ
て
来
て
い
る
。

そ
ん
な
時
代
の
舵
取
り
に
、
歴
史
認
識
は
不
可
欠
で
あ
る
。
消
防
は
ど
こ
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
、
こ
こ

ま
で
来
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
改
革
は
で
き
な
い
し
、
す
べ
き
で
も
な
い
。

「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
は
、
明
治
初
期
か
ら
の
消
防
の
歴
史
を
知
る
、
貴
重
な
一
次
資
料
で
あ
る
。

今
般
、
そ
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
消
防
の
歴
史
の
一
端
が
明
ら
か
に
な

る
に
違
い
な
い
。
誠
に
時
宜
を
得
た
企
画
で
あ
り
、
消
防
行
政
に
長
く
携
わ
っ
て
来
た
研
究
者
と
し
て
、

そ
の
刊
行
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」復
刻
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

小
林
恭
一　
東
京
理
科
大
学
大
学
院
・
国
際
火
災
科
学
研
究
科
教
授

　
　
　
　
　
（
元
総
務
省
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
長
）

日
本
の
消
防
は
、
今
や
世
界
に
誇
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
日
の
消
防
は
、
先
人
の

弛
ま
な
い
努
力
の
賜
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
礎
と
し
て
発
展
の
道
を
歩

ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史
の
中
で
、
近
代
消
防
へ
向
け
、
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
時
代
、
そ

れ
は
明
治
時
代
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

行
政
組
織
は
、
警
察
の
一
部
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、「
消
防
組
規
則
」
の
制
定
、
消
防
装
備
の
近
代
化
、

予
防
行
政
の
基
と
な
っ
た
建
築
規
制
な
ど
、
先
進
諸
国
を
範
と
し
、
正
に
近
代
消
防
の
先
駆
け
と
な
っ
た

の
が
こ
の
時
代
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
や
先
人
の
思
い
な
ど
は
、
一
部
の
消
防
機
関
等
が
発
行
し
た
年
史
に
よ

り
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
当
時
の
資
料
を
直
接
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
度
発
刊
さ
れ
る
『
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
』
は
、
こ
の
近
代
消
防
へ
と
大
き
く
動
き
出
し
た
明
治

と
い
う
時
代
の
先
人
の
考
え
や
思
い
、
背
景
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
本
書
が
、
多
く
の
方
々
に
活

用
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
を
考
え
る
一
助
と
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

復
刻
版『
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
』の
発
刊
に
よ
せ
て

小
林
輝
幸　
前
日
本
消
防
検
定
協
会
理
事
長



復
刻
版
「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
が
発
行
さ
れ
た
当
時
の
明
治
末
期
は
、
日
本
が
明
治
維
新
か
ら
の
急
速
な
近
代
化
を
成
し
遂
げ
る
と

と
も
に
、
日
清
日
露
戦
争
を
経
て
、
幕
末
以
来
の
不
平
等
条
約
の
改
正
を
達
成
し
、
曲
が
り
な
り
に
も
西
欧
列
強
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た

と
い
う
時
代
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
街
並
み
は
と
い
え
ば
未
だ
木
造
密
集
市
街
地
が
連
な
っ
て
い
る
状
態
で
、
そ
の
た
め
度
々
大
火
の
被
害

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
都
市
の
防
火
対
策
、
消
防
対
策
に
つ
い
て
は
近
代
化
以
前
と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
大
い
に
発
展
し
た
現
在
の
近
代
消
防
の
姿
し
か
知
ら
な
い
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
、
今
か
ら
思
え
ば
終
戦
の
わ
ず

か
三
五
年
前
で
し
か
な
い
明
治
末
期
の
消
防
に
関
す
る
記
録
は
、
当
時
の
消
防
関
係
者
が
ど
の
よ
う
に
問
題
を
捉
え
、
ま
た
取
り
組
も
う
と

し
て
い
た
か
を
知
る
う
え
で
大
変
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
復
刻
版
の
中
身
を
散
見
し
て
最
も
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
記
事
の
内
容
が
、

消
防
組
織
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
国
内
外
の
火
災
事
例
、
消
防
技
術
、
消
防
設
備
の
解
説
な
ど
大
変
多
岐
に
亘
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り

わ
け
海
外
の
消
防
事
情
を
紹
介
す
る
記
事
の
多
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
翻
っ
て
、
現
在
の
我
々
は
ど
れ
ほ
ど
海
外
の
消
防
行
政

や
消
防
技
術
の
動
向
に
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
復
刻
版
「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
の
意
義
は
、
単
に
過
去
の
消
防
事
情
の
記
録
と
し
て
の
価
値
だ
け
で
な
く
、
坂
の
上
の
雲
を
目

指
す
が
ご
と
く
当
時
の
消
防
関
係
者
が
い
か
に
海
外
の
新
し
い
情
報
を
吸
収
し
よ
う
と
し
、
ま
た
消
防
近
代
化
に
努
力
し
て
い
た
か
を
伺
い

知
る
機
会
と
も
な
る
点
に
あ
る
。
消
防
関
係
諸
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
一
読
し
て
も
ら
い
た
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

日
本
の
近
代
消
防
の
黎
明
期
を
知
る
貴
重
な
資
料

関
澤　

愛　
東
京
理
科
大
学
大
学
院･

国
際
火
災
科
学
研
究
科
教
授　

本
年
の
消
防
記
念
日
（
三
月
七
日
）
は
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
年
）
に
現
在
の
自
治
体
消
防
（
市
町
村
消
防
）
制
度
を
発
足
さ
せ
た

消
防
組
織
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
六
五
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
本
年
は
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
年
）
二
月
に
日
本
全
国
に
消
防
組

を
設
置
す
る
こ
と
を
政
府
と
し
て
法
令
で
定
め
た
消
防
組
規
則
が
制
定
さ
れ
て
一
二
〇
年
目
に
入
っ
た
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
消
防
組
規
則
の
制
定
か
ら
数
え
る
こ
と
九
年
後
の
明
治
三
六
年
五
月
に
、
消
防
制
度
の
発
達
進
歩
を
は
か
り
消
防
に
携
わ

る
者
の
顕
彰
や
共
済
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
大
日
本
消
防
協
会
が
設
立
さ
れ
、
同
年
七
月
に
は
「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
が
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
雑
誌
は
、
当
時
の
消
防
に
係
る
様
々
な
出
来
事
、
先
人
の
方
々
の
論
評
な
ど
が
克
明
に
残
さ
れ
た
歴
史
的
価
値
の
あ
る
資

料
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
書
は
、
こ
の
「
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
」
を
復
刻
版
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
私
が
、
東
京
消
防
新
聞
の
河
野
氏
か

ら
こ
の
雑
誌
の
復
刻
の
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
自
治
体
消
防
六
〇
周
年
の
頃
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
自
治
体
消
防
六
五
周
年
・
消
防
団

一
二
〇
年
の
区
切
り
の
本
年
、
本
書
が
発
刊
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
間
、
こ
の
復

刻
版
を
編
纂
す
る
た
め
に
多
大
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
緑
蔭
書
房
の
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。我

々
消
防
人
に
と
っ
て
、
ま
た
、
今
後
の
消
防
活
動
・
消
防
行
政
に
と
っ
て
当
時
を
知
る
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
様
々
な
機
関
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

歴
史
的
価
値
の
あ
る
資
料

長
谷
川
彰
一　
危
険
物
保
安
技
術
協
会
理
事
長　

7 推薦します



日本消防関係年譜

明
治
元
年　

火
消
役
（
定
火
消
・
大
名
火
消
）
全
廃　

町
火
消
は
存
続

明
治
３
年　

東
京
府
消
防
局
で
き
る
。
町
火
消
一
二
組
廃
止
、
三
六
組
残
す
。

明
治
７
年　

警
視
庁
が
で
き
て
、
消
防
事
務
を
取
り
扱
う
。

明
治
13
年　

警
視
庁
消
防
本
部
を
創
設
。

明
治
14
年　

警
視
庁
消
防
本
部
が
消
防
本
署
と
改
め
ら
れ
る
。

明
治
17
年　

消
防
規
則
を
定
め
る
。

明
治
21
年　

わ
が
国
で
火
災
保
険
が
創
始
。

明
治
24
年　

警
視
庁
消
防
本
署
を
消
防
署
と
定
め
、
六
分
署
を
置
く
。

明
治
27
年　

�

消
防
組
規
則
公
布
（
勅
令
一
五
号
）。
初
め
て
義
勇
消
防
に
法
的
地
位
が
与

え
ら
れ
る
。

明
治
29
年　

東
京
警
視
庁
消
防
部
長
を
置
く
。
署
を
消
防
本
部
、
分
署
を
署
と
す
る
。

　
　
　
　
　

三
陸
大
津
波
地
震
で
死
者
二
一
九
、五
九
人
。

明
治
34
年　

ベ
ル
リ
ン
万
国
消
防
博
覧
会
開
催
、
日
本
か
ら
松
井
茂
出
席
。

明
治
36
年　

�「
大
日
本
消
防
協
会
」
設
立
。
同
年
七
月
機
関
誌
『
大
日
本
消
防
協
会
雑
誌
』

を
創
刊
。
初
代
会
頭
に
高
嶋
鞆
之
助
男
爵
、
評
議
員
に
一
木
喜
徳
郎
内
閣
法

制
局
長
官
以
下
内
務
省
局
課
長
、
支
部
長
に
各
府
県
警
部
長
（
後
の
警
察
部

長
）。

明
治
43
年　

�「
大
阪
消
防
規
定
」
を
公
布
し
、
大
阪
に
特
設
消
防
署
設
置
。
名
古
屋
に
常

備
消
防
を
置
く
。

大
正
２
年　

京
都
府
常
備
消
防
を
置
く
。

大
正
３
年　

警
視
庁
消
防
練
習
所
設
置
。

大
正
４
年　

国
産
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
完
成
。

大
正
８
年　

�
勅
令
三
五
〇
号
特
設
消
防
署
規
定
に
よ
っ
て
、
大
阪
、
京
都
、
神
奈
川
、
兵

庫
、
愛
知
に
特
設
消
防
署
設
置
。

大
正
９
年　

わ
が
国
最
初
の
火
災
報
知
器
を
日
本
橋
に
二
四
基
設
置
。

大
正
10
年　

公
衆
用
火
災
報
知
器
を
街
頭
に
設
置
。

大
正
12
年　

関
東
大
震
災
。
一
府
六
県
に
わ
た
り
、
罹
災
者
三
、四
〇
五
、〇
〇
〇
人

大
正
15
年　

神
宮
外
苑
日
本
青
年
館
で
初
め
て
全
国
消
防
組
頭
大
会
を
開
催
。

昭
和
２
年　

�「
財
団
法
人
・
大
日
本
消
防
協
会
」
に
組
織
変
更
。
会
長
に
鈴
木
喜
三
郎
内

務
大
臣
。

昭
和
14
年　

消
防
組
を
廃
止
し
、
警
防
団
を
新
設
。

　
　
　
　
　
「
財
団
法
人
・
大
日
本
警
防
協
会
」
に
改
称
。

昭
和
22
年　

警
保
局
に
消
防
課
を
新
設
。
警
防
団
を
廃
止
、
消
防
団
と
な
る
。

　
　
　
　
　

消
防
組
織
法
制
定
公
布
さ
れ
る
。

昭
和
23
年　

�「
財
団
法
人
・
日
本
消
防
協
会
」
設
立
。
同
年
、機
関
誌
『
日
本
消
防
』
刊
行
。

　
　
　
　
　

市
町
村
消
防
誕
生
。

昭
和
27
年　

第
一
回
全
国
消
防
大
会
開
催
（
旧
国
技
館
に
て
）

昭
和
34
年　

消
防
大
学
校
創
設
さ
れ
る
。

昭
和
35
年　

国
家
消
防
本
部
は
自
治
省
消
防
庁
と
な
る
。

平
成
25
年　

消
防
団
一
二
〇
周
年
・
自
治
体
消
防
六
五
周
年
。

　

日
本
消
防
関
係
年
譜

8
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明
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元
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火
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）
全
廃　

町
火
消
は
存
続

明
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３
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東
京
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消
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局
で
き
る
。
町
火
消
一
二
組
廃
止
、
三
六
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す
。

明
治
７
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警
視
庁
が
で
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て
、
消
防
事
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を
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扱
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。

明
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13
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警
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消
防
本
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14
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消
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本
部
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消
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本
署
と
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め
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明
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17
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消
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規
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を
定
め
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明
治
21
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わ
が
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で
火
災
保
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が
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始
。

明
治
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消
防
本
署
を
消
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署
と
定
め
、
六
分
署
を
置
く
。

明
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27
年　
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消
防
組
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公
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（
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一
五
号
）。
初
め
て
義
勇
消
防
に
法
的
地
位
が
与

え
ら
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る
。

明
治
29
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東
京
警
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庁
消
防
部
長
を
置
く
。
署
を
消
防
本
部
、
分
署
を
署
と
す
る
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三
陸
大
津
波
地
震
で
死
者
二
一
九
、五
九
人
。

明
治
34
年　

ベ
ル
リ
ン
万
国
消
防
博
覧
会
開
催
、
日
本
か
ら
松
井
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出
席
。

明
治
36
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大
日
本
消
防
協
会
」
設
立
。
同
年
七
月
機
関
誌
『
大
日
本
消
防
協
会
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を
創
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初
代
会
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に
高
嶋
鞆
之
助
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評
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員
に
一
木
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課
長
、
支
部
長
に
各
府
県
警
部
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（
後
の
警
察
部
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消
防
規
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を
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し
、
大
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に
特
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消
防
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設
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。
名
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屋
に
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都
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の
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プ
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特
設
消
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署
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、
大
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、
京
都
、
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、
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、
愛
知
に
特
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設
置
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わ
が
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最
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の
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器
を
日
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橋
に
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置
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衆
用
火
災
報
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器
を
街
頭
に
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置
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大
震
災
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一
府
六
県
に
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り
、
罹
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、四
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五
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人

大
正
15
年　
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宮
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苑
日
本
青
年
館
で
初
め
て
全
国
消
防
組
頭
大
会
を
開
催
。

昭
和
２
年　

�「
財
団
法
人
・
大
日
本
消
防
協
会
」
に
組
織
変
更
。
会
長
に
鈴
木
喜
三
郎
内

務
大
臣
。

昭
和
14
年　

消
防
組
を
廃
止
し
、
警
防
団
を
新
設
。

　
　
　
　
　
「
財
団
法
人
・
大
日
本
警
防
協
会
」
に
改
称
。

昭
和
22
年　

警
保
局
に
消
防
課
を
新
設
。
警
防
団
を
廃
止
、
消
防
団
と
な
る
。

　
　
　
　
　

消
防
組
織
法
制
定
公
布
さ
れ
る
。

昭
和
23
年　

�「
財
団
法
人
・
日
本
消
防
協
会
」
設
立
。
同
年
、機
関
誌
『
日
本
消
防
』
刊
行
。

　
　
　
　
　

市
町
村
消
防
誕
生
。

昭
和
27
年　

第
一
回
全
国
消
防
大
会
開
催
（
旧
国
技
館
に
て
）

昭
和
34
年　

消
防
大
学
校
創
設
さ
れ
る
。

昭
和
35
年　

国
家
消
防
本
部
は
自
治
省
消
防
庁
と
な
る
。

平
成
25
年　

消
防
団
一
二
〇
周
年
・
自
治
体
消
防
六
五
周
年
。

▼
日
本
消
防
の
草
創
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
歴
史
的
資
料
！
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連載記事・主要記事・執筆者

米
国
の
消
防
制
度
（
全
３
回
）

消
防
改
良
論
（
全
８
回
）

火
災
報
知
機
の
進
歩
（
全
４
回
）

善
光
寺
大
地
震
大
焼
の
有
様
（
全
４
回
）

消
防
器
具
の
設
備
と
其
の
応
用
（
全
６
回
）

消
防
器
具
の
改
良
に
於
い
て
（
全
４
回
）

燃
焼
（
全
３
回
）

東
京
の
水
道
（
全
５
回
）

消
防
警
察
論
（
全
７
回
）

火
災
保
険
談
（
全
５
回
）

東
京
の
消
防
（
全
19
回
）

東
京
火
災
略
史
（
全
16
回
）

各
国
消
防
制
度
（
全
11
回
）

伯
林
万
国
消
防
博
覧
会
出
品
説
明
書
（
全
８
回
）

消
防
制
度
の
法
律
上
の
基
礎
（
全
３
回
）

鳶
頭
新
門
辰
五
郎
（
全
５
回
）

義
侠
本
町
丸
網
五
郎
伝
（
全
５
回
）

丸
山
火
事
（
全
４
回
）

加
賀
鳶
文
五
郎
の
話
（
全
７
回
）

織
田
大
炊
頭
（
全
４
回
）

消
防
の
種
類
及
組
織
に
就
い
て

桑
港
と
江
戸
の
火
事

天
気
と
地
震
と
の
関
係

吉
原
大
火
災

火
災
予
防
と
建
築
警
察

消
防
自
動
車
隊
解
説

消
防
事
業
の
進
歩

火
災
保
険
公
営
論

石
油
の
取
締

第
三
回
万
国
消
防
会
議
報

松
井　
　

茂
（
警
視
兼
内
務
書
記
官
・
法
学
士
）

戸
水　

寛
人
（
本
会
評
議
員
・
法
学
博
士
）

有
松　

英
義
（
内
務
省
警
保
局
長
）

榎
本　

武
揚
（
子
爵
）

大
谷
嘉
兵
衛
（
東
京
火
災
保
険
取
締
役
）

福
田
常
次
郎
（
工
学
博
士
）

中
島　

晋
治
（
本
会
専
任
理
事
）

土
田
團
之
助
（
消
防
機
関
士
）

阿
部　

荘
三
（
文
学
士
）

林
田
亀
太
郎
（
衆
議
院
書
記
官
長
）

浅
野　

応
輔
（
工
学
博
士
）

大
道　

良
太
（
法
学
士
）

妻
木　

頼
黄
（
大
蔵
省
技
師
・
工
学
博
士
）

池
田　

慶
三
（
警
視
庁
技
師
兼
内
務
技
師
・
薬
学
士
）

大
槻　

文
彦
（
文
学
博
士
）

一
木
喜
徳
郎
（
法
制
局
長
官
・
法
学
博
士
）

大
森　

房
吉
（
理
学
博
士
）

芳
川　

顕
正
（
本
会
会
頭
）

本
田　

静
六
（
林
学
博
士
）

生
江　

孝
之
（
宗
教
家
）

石
川　

三
省
（
本
会
理
事
）

春
日
井
柳
堂
（
漢
詩
人
）

邑
井　
　

一
（
講
談
師
）

池
田　

慶
三
（
薬
学
士
）

藤
崎　

虎
二
（
本
会
理
事
）

安
立　

綱
之
（
内
務
省
警
保
局
長
）

鈴
木
庄
之
助
（
長
野
県
警
視
）

今
村　

明
恒
（
地
震
学
者
）

井
上　

圓
了
（
文
学
博
士
）

園
田　

安
賢
（
北
海
道
庁
長
官
・
男
爵
）

呉　
　

文
聰
（
内
閣
統
計
局
審
査
官
）

長
松　

篤
棐
（
男
爵
）

　

主
な
連
載
記
事

　

主
な
執
筆
者

　

主
な
主
要
記
事

13



本資料の特色

本
資
料
の
特
色

消
防
雑
誌
の
嚆
矢
で
あ
る
本
誌
を
、創
刊
号
（
明
治
三
六
年
七
月
）

か
ら
第
七
一
号
（
明
治
四
四
年
一
〇
月
）
ま
で
、
中
断
後
に
再
刊

し
た
一
四
冊
を
含
む
総
六
九
冊
を
収
録
し
た
。

本
誌
に
は
、
町
火
消
の
有
名
人
の
紹
介
、
出
初
式
の
様
子
、
全
国

各
地
の
火
災
事
例
、
第
一
線
の
消
防
の
実
情
な
ど
多
彩
な
記
事
が

克
明
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
草
創
期
の
日
本
消
防
の
歴
史
や
当
時

の
災
害
・
防
災
の
状
況
が
分
か
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

本
誌
は
、
消
防
界
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
学
者
や
専
門
家
の

論
説
・
論
文
及
び
海
外
情
報
を
数
多
く
掲
載
。
消
防
行
政
の
あ
り

方
を
示
し
、
黎
明
期
の
日
本
消
防
を
主
導
し
た
先
駆
誌
で
あ
る
。

本
誌
に
は
、
口
絵
が
多
数
収
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
状
況
を
リ

ア
ル
に
映
し
出
し
て
い
る
。

本
誌
の
足
跡
は
、
そ
の
ま
ま
近
代
日
本
の
消
防
沿
革
史
で
あ
る
。

別
巻
に
は
詳
細
な
「
解
説
」
と
「
目
次
総
覧
」「
事
項
別
総
目
次
」

「
執
筆
者
別
主
要
記
事
索
引
」
を
付
し
、
利
用
者
の
便
を
図
っ
た
。

16 5 4 23
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刊行概要

刊
行
概
要
〈
復
刻
版
〉

号
数

発
行
年
月

巻
数

１

明
治
36
年　
７
月

第
１
巻

（
全
６
冊
）

２

明
治
36
年　
８
月

３

明
治
36
年　
９
月

４

明
治
36
年　
10
月

５

明
治
36
年　
11
月

６

明
治
36
年　
12
月

７

明
治
37
年　
１
月

第
２
巻

（
全
11
冊
）

８

明
治
37
年　
２
月

９

明
治
37
年　
３
月

10

明
治
37
年　
４
月

11

明
治
37
年　
５
月

12

明
治
37
年　
７
月

13

明
治
37
年　
８
月

14

明
治
37
年　
９
月

15

明
治
37
年　
10
月

16

明
治
37
年　
11
月

17

明
治
37
年　
12
月

18

明
治
38
年　
１
月

第
３
巻

（
全
12
冊
）

19

明
治
38
年　
２
月

20

明
治
38
年　
３
月

21

明
治
38
年　
４
月

22

明
治
38
年　
５
月

23

明
治
38
年　
６
月

24

明
治
38
年　
７
月

25

明
治
38
年　
８
月

26

明
治
38
年　
９
月

号
数

発
行
年
月

巻
数

27

明
治
38
年　
10
月

28

明
治
38
年　
11
月

29

明
治
38
年　
12
月

30

明
治
39
年　
１
月

第
４
巻

（
全
12
冊
）

31

明
治
39
年　
２
月

32

明
治
39
年　
３
月

33

明
治
39
年　
４
月

34

明
治
39
年　
５
月

35

明
治
39
年　
６
月

36

明
治
39
年　
７
月

37

明
治
39
年　
８
月

38

明
治
39
年　
９
月

39

明
治
39
年　
10
月

40

明
治
39
年　
11
月

41

明
治
39
年　
12
月

42

明
治
40
年　
１
月

第
５
巻

（
全
12
冊
）

43

明
治
40
年　
２
月

44

明
治
40
年　
３
月

45

明
治
40
年　
４
月

46

明
治
40
年　
５
月

47

明
治
40
年　
６
月

48

明
治
40
年　
７
月

49

明
治
40
年　
８
月

50

明
治
40
年　
９
月

51

明
治
40
年　
10
月

52

明
治
40
年　
11
月

号
数

発
行
年
月

巻
数

53

明
治
40
年　
12
月

54

明
治
41
年　
１
月

第
６
巻

（
全
８
冊
）

55

明
治
41
年　
２
月

（
再
刊
）

～

56

明
治
43
年　
７
月

57

明
治
43
年　
８
月

58

明
治
43
年　
９
月

59

明
治
43
年　
10
月

60

明
治
43
年　
11
月

61

明
治
43
年　
12
月

62

明
治
44
年　
１
月

63

明
治
44
年　
２
月

64

※
明
治
44
年　
３
月

65

※
明
治
44
年　
４
月

66

明
治
44
年　
５
月

67

明
治
44
年　
６
月

68

明
治
44
年　
７
月

69

明
治
44
年　
８
月

70

明
治
44
年　
９
月

71

明
治
44
年　
10
月

解
説

目
次
総
覧

事
項
別
総
目
次

執
筆
者
別
主
要
記
事

索
引

別　

巻

第
７
巻

（
全
８
冊
）

※
は
欠
号
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大
日
本
消
防
協
会
編
〈
復
刻
版
〉

全
７
巻

別
巻
１

明
治
期
の
日
本
消
防
の
動
向
・
活
動
・
状
況
を
克
明
に
記
録
し
た
歴
史
的
資
料
！

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444
［消費税が別途加算されます］

◆
刊
行
概
要

■
全
７
巻　

創
刊
号
（
明
治
36
年
７
月
）
～
第
71
号
（
明
治
44
年
10
月
）

■
別　

巻　

解
説
・
目
次
総
覧
・
事
項
別
総
目
次
・
執
筆
者
別
主
要
記
事
索
引

■
体　

裁　

Ａ
５
判
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り
・
総
４
、７
０
０
頁

■
定　

価　

揃
本
体
１
５
０
、０
０
０
円
＋
税
（
分
売
不
可
）

■
刊　

行　

平
成
25
年
９
月
刊

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
9
7
7
4
-3
2
9
-5
 C
3
3
2
1

◆
解
説
者

鈴
木　
　

淳
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

お取り扱いは

◆
推
薦
者
（
五
十
音
順
）

秋
本　

敏
文
（
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
会
長
）

大
江　

秀
敏
（
全
国
消
防
長
会
会
長
）

岡
崎　

浩
巳

襲
田　

正
徳
（
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

小
林　

恭
一
（
東
京
理
科
大
学
大
学
院
・
国
際
火
災
科
学
研
究
科
教
授
）

小
林　

輝
幸
（
前
日
本
消
防
検
定
協
会
理
事
長
）

関
澤　
　

愛
（
東
京
理
科
大
学
大
学
院
・
国
際
火
災
科
学
研
究
科
教
授
）

長
谷
川
彰
一
（
危
険
物
保
安
技
術
協
会
理
事
長
）

総
務
事
務
次
官

前
総
務
省
消
防
庁
長
官
）

（


